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前~作識としてのニ段林の施設体系恐縮立し，林地保全lζ与える効果創出らかにする目的で，

63~~~症のヒノキ林内 l乙国摘しされたスギ鳴と，天然~新したヒノキ椛樹および下閥組主主の生長状

態とごと;臨環筋ぞ生態学的に解析した(林分1，11)。また比較対照として26年強スギ林1}3のスギ

日目掃苗についても翻べた(林分1100 調査は1981年10月，岐阜県お原林材111林で行なった。

林分工(スギ関掃し):上木のヒノキは 1970伴訟降 5伴おきに間伐が行なわれ，現在;;J;:数230

本/ha，平均)J街潟直後35cmでかなり疎開し， 林内平均相対限度は約31%である。 19711.:1さにスギの

祖捕しが行なわれたが，相対限度約 5.6%のスギ林内のもの(林分m:)より!j::f誌がよく，年5[1・均
樹高感長i誌は約25cmとなっている。 1981伴冬磐容を被り残帯本数は約 3，600本/haである。林内
には下路拡i!:住が多少繁茂するが， 1;1司故後天然資新したヒノキ総樹も多い。これらを本数銅製する

ζとによって砥揮ししたスギとの混交仕立てを行なうことは7官製である。

林分]1(ヒノキ天然斑新):林分工に燐搬し上木の年齢も閉じであるが， 1965伴目、持ほほ5年

おきに問1伐が繰返されたため，現抜本数は林分Iより30%も少なく，林越は線開し平均相対照j立

は50%と著しく切るし、。したがって下崎将もよく繁茂しているが 5"""19却住， ~若お 50"'- 300 

cmの突然生のヒノキ椴樹が70，000;;J;:/h乱も!寄生し，枯死木もみられる。そのため相対的

少ないものが多いので，下閥横生とともに本数割強のための除伐を行なう必援がある。

各iiJm査林分のAo閣議はスギ林(林分1[[)より少ないが，表j関土中iζ槌入したりタは}文対に

多く，雨水による流立はほとんどないようである。また土壌の恕佑学'[g;も pの含有率が少ない以

外は良野である。したがって土砂の流亡ぞ引起こしやすいお英斑岩を母材とするとノキ林の取扱

いとして， ζのようなこ段林;臨識はj緩めて適切であると判断された。

はじめに

保育のための間伐や枝打ちあるいは収穫安罰的としたぬき伐りなどによって林分の構造や樹協

を調節し，樹下植if;Qゃ天然更新によって後継樹を予李成する前吏作業としての抜腐林施識は，隈
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水源かん謎等の公益的機能の向上あるいは地力維持に対し有効な手段として最辺各地

でるもみられるようになり， これについての報告ム幻も多くなってきた。しかしニ段林，多段林ある

いはれ伐林など実行されている援問林施梁のほとんどは経験的技術にもとづくもので，詩編的な

技1!1tr体系として{総立されたものは概めで少ない。これは上木の取扱い方と Jそれにともなう林内環

境の変北によって進入，繁茂する下関梢生との関係や，詩的樹駆とそれらとの競合などについて

まだ充分明らかにされていないからであろう。

ヒノキ林については，その樹極のもつ特性から，林分が開鎖し下関自在住等がなくなると，

土砂が流1ごしやすくなるため者しい地力減法や起こすおそれのある ζとが次第に明らかに

なってきたい15，6)。 その対飛としてはぬき伐りによって林床に適当な陽光を入れ，下胞に純生ぞ

導入するとか，さらに総経的には樹下悩殺や天然吏新によって援問林に導くことも有効であると

j誌われる。このうち特lζヒノキの天然斑釈のしくみや技術についてはこれまで多くの報告がなさ

~'l t，こし日，9，10，11，12，13)。

本報告は上述のようなヒノキ林の林地保全l乙対して，樹下拙殺とか天然更新による複!静林施擦

がどの相j支効果があるのか，またその技術休講冶 IY~ らかにする臼的で，災i怒各00の glè!殺伐施梁ぞ

行なっている岐阜県石原林材株式会社のI.L!*ネにおいて，下樹木の控去を状態と土壌環境を訴i悲した

資料ぞ 1つの事例としてとりまとめ検討したものである。

なお， 本{研B珂?問ヲ究z引;は立:文史文:剖部:脅1科B可lf にあたり桁原

猿託志示社守長良の余I陥好的なz斜御見切It協あ力 4径旨強いた。深く感知の~設したい。

1. 3時査地の概況

調査は1981年10月，岐阜県郡上郡明方村の小)11の朕流に 940haの一団地舎なす石原林材株式会

社111林のほぼj:l=t;.>込者15に蒋裂する63年伎のヒノキ林(林分工， JI) と，比較対照として選んだそれ

にl制定する初年生のスギ林(林分Jll)において行なった。櫛主主地の探は約 800m，斜認Iの方伎

は策ないしは東南東で，傾斜は 10'"'-'170の緩斜地である。部!査地近くの司王務所における年平均

rIfillま約1200，1授かさの指数は約80，よI~I降水i廷は3 ， 500mm前後で， 1詮深秘密深は 2mにおよぶという。

調査1むのfIJ:岩は石英斑;告で， ニヒ1設は後で、もふれるが BD裂であり措波的にも肥沃なゴニ壊といえ
る。

2. 林分の施業経過と上勝木の構造

活!原山林における約80haにおよぶ壮i姶のヒノキ林は1947年Ilt林取得時にすでに人工巡林され

ていたもので，林識経常の母体をなす京J設な資践として悦伐はーさい行なわず， もっぱら利用問

伐によ乃て説話をあげながら，できるだけながく維持するように努めているという。したがって

いずれの林分も立木本数は比較的少なく，林協は溺w自しているため林床には下j問植生が多く繁茂
している。そして大部分の林内にはスニドの臨時しが行なわれている。

調翌まはよ水ヒノキースギ街路し(林分工)，上木ヒノキーヒノキ天然更新(林分JI)と，比較

林分として上水スギースギ、捕し(林分JJI)の 3林分で行なったが，これまでの京な施議経過は

つぎのようである。

林分 CStand) 工:1981年説者:林j給63年で， 段況では1970年， 1974年， 1980年の 3Imrm{~が行

なわれた。間伐率は明らかでないが， 1資材で苅ヨI6 mの来日16-""-'18cll1~器準lζ選木し，かなり強

度の!濁伐を行fょったようである。 1971年スギ直挿しを行なっているが， 1981年冬， よる折損
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Compositio泊。finvestigat記dstands 1981) 

lVIe乱ndiametcr at lVIean lJcigh t Number Basal area Stem volume 
Stal1d Uppcr trce .Agc braasi;(hcemi) ght of trce 

(m) (no.jha) (m2jha) (m3jha) 

I I:Iil1oki 63 35.1 19.5 22.3 204 

E Hil10ki 63 31. 7 19.1 188 14.9 136 

m Sugi 26 14.7 11. 7 2，025 35.5 212 

Table 1 

被容が多く発践し，現在，節水スギの残挙本数はhaあたり 3，600木前後となっている。

林分 (Stand) J1:;休分工に隣接し問林齢の林分であるが， およそ1965，1970， 1975， 1980年

と5年おきiζ4留のI¥¥tl伐が行なわれた。その結果後述のように現惑の1L木本数は著しく少なくな

ったが，スギの復帰しは斜illi上部に一議11突行合れているだけで，林内によく更新した天然住ヒノ

キ椴樹喜子育成するための天然吏新施諜地としている。

林分 (Stanc1)賞:林分Iの下郊に隣接した26年生のスギ林であるが， その克新政や{来背方法

l乙議しい特徴がある。すなわち現可訟の上水のスギは1955主1"1乙広誕樹林下;こ脅し，翠年j去誕J樹1i::

{お倒除去した後主主設したもので，現在までj欝丸太生を I~I 様とした枝打ちゃ rf'ô伐が出較的ていね

いに行なわれてきた。そして1977年再び林内に新しいスギの7医師し奇行なった。

以上 3林分の800'"'-'1，000m2内の毎木翻からもとめた林分の概視は Table1のようである。林

分1， rrのヒノキ林については平均腕高目立接lζ迷いがみられるが，成立条件がIまとんど同じであ
るため平均樹高に控はなく，個体の生長はいずれも綴めて良好である。しかし両林分とも強度の
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I1RJ伐が上脱皮的綴j出聞に繰返されたため，江戸!対立数， H刻潟町rT百槌合計および林分材獄はいずれもl犯

らかに少なく同齢の閉鎖林分の半分以下になっているo特i乙;段近の10数年開lζ5年ごとに間伐iJ?

行なった林分立の休分j設は，林分工 lこ比il疫しぢらに30%以上も少なし、。したがって林抵は轄しく
疎開し，後述のように林内は纏めて明るい。

Fig.1 fζ訴したように， 絢商問認の分散はI1RJ伐によって小筏木が除かれたため比較的

小さく，よくそろった大桂木の接関となっている。特に林分立は殻近の間伐で大径のものが除か

れたため，林分工より平均i1自主も分散rlJも小さい。
林分涯の上木のスギの援は，肥沃な工広葉i樹林跡とか集約な1保育の勝戦iもあって， 'fable 1か

ら認、められるように，紙めて良好である。暁夜立木本数は haあたり約2，000本で，断部強会雪¥.は

約36m2/h乱であるが，ほほ閉鎖状f畿にある。 Fig.2の蕊径分布から認められるように，揺;Im

伐がうまく行なわれているため砥徳の分散rlJは比較的小さい。またi1室筏12"'-'18仰の大きさの本数
の半分は人工絞丸太として苑却ずみで，間もなく伐倒ぢれる予定である。

3. 林|巧の光環境

林内外の明るさはミノルタデジタ Jレ照度計 (T…llliDぞ矧いj限度積分法によって測定した。

林活下(下関櫛生j二)の限度は400m2，地床上は501がの広さ ~2分間定迷移動しでもとめた。各

;休分の相対J~I立は Table 2 のようであった。 mU:t定時刻は快lif~の 11:00"-' 13:00であったが， 10月中

Table 2 Light ωnditions 証 stand

Stand Illumination of 
open stand (lux) 

Relative light intensity (%) 

Undぽ G叫 opy On gl'ound fl附

I 70，000 30.7 1.0 

E 72，000 49.2 1.9 

盟 70，000 5.6 0.6 

知の郎定であるので林外線地の限農は 70，000"-'72， 000で夏季より鵠く，相対照皮は多少大きい

値になっているものとJ思われる。

林分工， 11のヒノキ林は前述のようにかなり疎開しているので締めて明るく，特に林分立の相

対限度は50%近くもある。このような林!内のうも条件はスギ活指街やヒノキ椴樹の生長を促し，ま

も繁茂させるので，地床上は者しくIf百くなり 1'"'-'2%の相対限度となっている。一方

スギ林はほぼ閉鎖状態にあるのでかなり階く，スギがやっと生きられる:限度の切るされIりとなっ

-r いる。

4. スギ官抑苗，ヒノキ稚樹および下腿楢庄の生長と

1) 翻蕊方法

天然溌新したとノキ税樹;および下関樹生の成立状態については，各林分とも 2X2mの翻J!f.~.ゃ

を21部所設け，形震のよいヒノキ椴樹のみ数本残し，他はすべて総刈りして根元直径 (Do)，潟さ
(H)および諜抵 Oh)，幹枝 (Ws) を言語べた。なおヒノキ椴樹については本数が多かった
ので，資料木の;H:j対生-民関係から各部分遺伝推定した。スギf邸市首については刈取ることができ

なかったので， 5 x 5 m内の Do あるいは胸~話器能と Hら ðìUJ1::し， 飽の資料から1鈴，校，策抵奇

推定した。



2) スギl道陣簡の生長

林分工のとノキ林内におけるスギの協摘しは1971主iまに行

なわれたが， 1981&予10月現在の平均隠は約280cmで， [1寝泊の

分布は Fig.3 のようであった。スギの}m絡は60cmi~日後で，

約%ほど銭円陣によってj添付けるので，締秘の地上部商tを

ほぼ40cmとすると，年平均樹高生1定盤は25cm前後になろう。

一方， 林分][のスギ林刊におけるスギ補木商は加あた

りの本数8，750本，平均高約86叫で， 4&手闘の平均伸長;誌は

llcm前後と推定される。これと比較すると，前述のように

より明るいヒノキ林内における挿木スギの生長は大きいと

いえる。しかし1981年冬， ζのうちより大きい側体が盤鴇

iJ?うけ，y.:ほどが折損，倒伏し， Z見視の残部本数は3，600本
Ihaとなっている。栂下線栽木はある税1交の大きさになる

と留惑に弱いともいわれているが，その実!被についてはさ

らに諦査する必援がめろう。

なお，林分]江のスポ林は， Fig.2 fζ示したように，会本数の約40%がi間もなく岱倒されるので，
j雨水諮の生:!廷はかなりよくなるものと思われる。

3) 天然生ヒノキ椴樹の更新状態と

林分1， TI における天然斑新したとノキ稚樹の商さ別の本数はTable31乙示したようで，珂林

分には著しい巡いがみられる。

林分工 (Plot1， 2)にはさ当年生推艇が務しく多しまた成立した椛樹は高台150cm以下で，し

かも小台い仰!休が多く，更新が総統している状態告訴している。木林分については1970年の間伐

の翠年，スギの閣掃し寄与行なったが，そのi捺，いくらか刈り払いが行なわれた結果， ヒノキ椴樹

が成立し始め生長したものとj忍われる。

これに対して林分:rr(Plot 3，りには， 'l'able 3から碗らかなように，当年生稚樹は少なし
さ100"" 200 Clllのものがもっとも多くて50cm以下のものは全くみられなし、。また 100cm以下の

大きおのものに枯死した個体が多く，特に50cmより小さい稚樹はすべて枯死しているようである

ので，当年生の有企樹も生長l立証~9:1Êで更新は一路完了しているといえよう。本林分は羽56年頃，林

内に更新し始めたヒノキ稔樹の育成と収入を間的とした!間伐を行なったが，その後も間伐が短期

間iζ繰返されたため，椴樹はよく生越し現在 3m前後の大きさに速したものもみられるようにな
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(cm) living seedlings dead seedlings 

"-' 50 23，750 O 12，500 

"-'100 11，250 20，000 20，000 

"-'150 7，500 25，000 2，500 

"-'200 O 16，250 O 

200"-' O 8，750 O 

Total 42，5むO 70，000 35，000 

curren t year 
162，500 10，000 seedli且gs

Table 3 
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った。したがって椎樹というより幼樹にあたる大きさの 100cm以上のもの(本論文では繁雑であ

るので一括して椛樹と畿現しておりだけで haあたり 50，000本も生帯し，また他の下脂綿主主も

後述のようにかなり誕生‘しているので，地床の相対照度は 1%~設j立と i結く，小さい椴1聞はうち不足

で、自然枯死するようになったと判断できる。

林分互に51!!新した代表的な続樹の伴齢と l沌さの関誌は Fig.4のようであった。 年齢は 5，6 

年生から18，19年生の閲にちらばっているのl:'， 1"'-2 年|河の不作杯初徐きほほ~続的 iこ更新し

てきたようである。 ifoSjl均仲良f誌は Fig.4から計算されるようにかなりのバラツキがあるが，

綿資枠 (Plot3，心部に大きな諮はなく，平均 12cm程度となっている。 ζの伸長殺は他地域の

調査例10，12，15，10，17)と比較して著しく大きい。

林分工， :rrにおけるとノキ総樹の形抵はつぎのようであった。 Fig.5は1話相の d (I:l) と根
(Do)の関係委示したものである。各林分， Plot n~~ tζ設はみられないが，各 Plot内では

相対的に高さの小さい個体は鎖線で示した I:l/D口 100 (閥単位)より大きし大きいものは小さ

くなる傾向が認められるoすなわち後勢なillil{本は肥大強長1i:促しながらどんどん捌体践を大きく

するに反し，被j王された個体は相対的に潟Il-l廷になり， 1脚Jiiな;場合は枯死するようになる。
よく-ヲミ熱更新した林分立の 2つの Plotにおける代表的な戦樹の D02I:l tζ対する幹校法 (Ws)と

(WL) (ともに乾草)の相対生長関係はそれぞれ Fig.6，7のようであった。成立本数が多

く際状態にあるため，相対的に太校が少なく D02I:l {乙対する 117sの関係にあまり大きなノTラツキは

みられなし、。 -7'5小さい捌休の 1れは一般に被任状態にあるため D02I:l tζ対して相対的に少ない

悶向がみる。また大きい{似体もj競争状態にあるので，他地域の住長のよいものと比較すると勾配

(指数0.887)が小さく，架設は少ないようである。したがって施梁的には本数淵殺を行なって捌

休あたりの誕法長期加おせてやる必援がある。その器準は ζ;れまでの試験伊IjlO，20)から形慣のよい

磁努木の平均高の数{協のJ出版lこ1本1'jlJ支，fjiJえば本林分ではH口 2mとして 2m2tこ1本すなわち
haあたり 5，000程度に徐f免ずればよかろう。知輪本林分のように100cJU以上のものが数万本も模住
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Fig.5 Allometl'ic l'elatio担sbctwecn height and basal diametel' of Hinoki seccllings 

している場合は，一度に!徐伐するより何捌かに分けて目標本数に翻殺する方が諮容に対して安全

である。このような本数刺殺を平めに行なうことによって，天然新樹に多い出りを少なくする

ζとも可能である。

4) 下!筒植生の成立状態

各林分とも下問者!!i生は下刈りを行なっていないにもかかわらず一般憾伐造林地に比較し，額数

も成立最もそれほど多いとはj誌われない。各林分の Plot内にみられた稲搬はつぎのようなもの

であった。

林分工

オミオ三一一ω ヤマウ jレ、ン，ノリウツギ， シロモジ， アブラチャン， ミズナラ， ミズメ， ガマズミ，

オトコヨウゾメ，サワフタギ，エゴノキ，コミネカエデ，ゴンゼツ，サルトリイバラ，サンカク

ヅル，ツルアジサイなど

ササ・本wーーチマキザサ，ワラど，チゴユワなど

林分J[

木本一一一ヤマウル、ン，ノザウツギ， シロモ~， ミズナラ， コナラ，キハダ， コハウチワカエ

デ， リョウブ，サワフタニド，サルトリイバラ，ツルアジサイ， ミヤマフユイチゴなど

ササ・て[~オ三一一一チマキザサ， シシガシラ，チコゃユリ， トウゲシパなど
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林分JII:

71号本一一ヤマウルシ，ノリウツギ，シロモジ， リョウブ，ムラサキシキブ，クワ， ミズナラ，
ソョゴ，ヤマフジなど

ササ，草木一一チマキザサ，ワラビ，チゴユワ，ツルザンドウ，スゲなど

以上のようにヒノ牛林内にぽ話線の広務樹は会くあらわれず，また潟木肢の樹紐も全体的に少

ない。

これらのうち広葉樹とササについて潟さ別の本数をまとめると'l'able4のようになった。広葉

樹の本数では林分工がもっとも多いが， 50cm以下の大きさのものが大部分であるのは対し，林分

日では総本数は少ないものの 100cm以上のものが地較的多い。ササも林分工の本数が多いが，

般的iζ高さは小さい。一方林分Jl[は思議の木本もササも少なく，大きさも小さい。

5) スギ醍持部， ヒノキ椴樹，下関梢控の;邸ff-j在

スギi酎南部， ヒノキ;階樹，広樹，ササおよびl~i2!立の haあたり現帯数(持活縫)は Table5のよ

うであった。

林分Iにおいては誼捕ししたスギの地上部 0:キ;Jsli~)現得就が約 6 tonjhaで，全現:序盤の約71

%を占め，また天然主主のヒノキ雄樹も多く，広誕樹とほぼ蹄…の11%となっている。木林分のス

ギ讃捕苗は現者 3，600本jhaであるが，前述のように今後も謂磐を受け注らに本数が減少する可

能性もあるので，むしろ天然更新したヒノキを育て積極的にこ二段林の下j長!脅スギとヒノキの潟交

林とし，将来，スギは鱒丸太材や小筏の校材に， ヒノキは大径材に生産問擦をおいた施諜を行な

うことも脊恕であるとjiaわれる。そのためには林分11と問機，平iヨi乙ヒノキ稚樹の本数翻艇を行
なうと問時に，広誕樹やササの除去を行なって， ζれらの郡都;抵ぞ少なくとも 0.5tonjha以下12)

Total 1 Numbcl' of broad-le乱ftrees and bamboo grass in undergl'owth pel' hcctare 

Undel'gl'owth EIe(icgmh) t Stand 1 Stand立

- 50 166，000 27，500 

Broad-leaf trees -100 45，000 43，750 

100'" 8，800 37，500 

Bamboo gl'ass 30-120 61，250 12，250 

Table 5 Biomass of TIinoki sccdlings， Sugi cuttings乱ndundergrowths in 
kg on dry weight pel' hectare 

Flora Organ Stand 1 Stand II 

Leaf 516 2，250 
Hinoki seedlings Stem， branch 386 5，690 

L古aI 1，570 
Sugi cuttillgs Stem， braneh 1，320 

Leaf 314 641 
Bl'oad幡leaftrees Stem， br乱Ilch 645 1，830 

Leal' 195 298 
Bamboo grass Culm 221 118 

TIel'baccous pl乱Ilts Whole 180 41 

Total 8，347 11，168 

Stand班

46，250 

36，250 

O 

16，880 

Stald m 

278 

532 

168 

517 

271 

389 

245 

2，400 
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l乙:f!l!えてやる必要があろう。

天然現新施設や行なっている林分11においては，資新したヒノキの地上部現寄f訟は約 8ton/ha 

で，スギ]郎市出と同様，会現帯:泣の約71%に述している。しかし木林分では他はすべて下関櫛伎

で，特に広誕の木本が，~î める;!見合が向く(約22%) ，その地上部部評議は約 2.5ton/haとかなり

多い。しかも 100Clll以上の大きさのものが多いので，すでに述べたよう lζヒノキ稚樹の適切な本

数翻盤と悶 1I寺に，背丈の~若いj五諜樹の i徐伐とササの除去はできるだけ早期に行なう必裂がある。

ζのような保育を行なえば，見事なj二関人工ヒノキ一一下j悶天然強ヒノキのニ段林となるであろ

う。 ζれを天然東新伊説法でほ分すれば前東作換としての傘伐(漸伐)天然斑新法にあたるもので

あるo

林分][[のスギ凶:婦世iは， j市水しでからまだ4年を経過したのみで小さく，下f潤椛も合めた会

も比較的少ない。本林分についてはiおもなく上木が40%程度ぬき伐りされるので，林内が
|拘るくなると，下有はよく繁茂するようになるであろう。しかし柿木スギの生長もよくなる

ので， fぎ伐法林地のような下刈りはあまり必裂でないように部われる。

5. 1)ター，粗略櫛とニヒJ業環境

1) 説~資方法

Ao J悶はザターと組閣総あるいは熔艇に分けることが困難であったので， それらをまとめる ζ

とにし， そのj設は各林分とも 2つの Plo七ごとに 1X1m内の生認を:f1P;散し， サンプリング資料

から乾抵冶計算しでもとめた。 また議関ゴニ取に混入しているワターめは，令Plotと、とに深さ 5Clll 

までの設問土ぞ採取丹憾で 5術分(2，000 CC)集め，粒.筏2日1mで鰯別した絢!土を水中lζ入れ，淳

遊物~f'r践しでもとめた。

土壌断商の諸般援については各林分ごとに1{I1日前標準的なところを溜んで締悲し，さらにそれ

ぞれの深さごとに 400cc容の円簡で採取した土壌について， '[古訟に従い物r.rn性と北学性を調べた。

なお化学性のうち， C， N はCNコーダー Pは光地上む的苦1・， Kは炎光先度計， Ca， Mgは原子

政光光度計により分析した。

2) ム。J関設と表j悶土中のワター

各林分における Ao}闘のhaあたりの乾震は Table61乙訴したようである。林分I， 1[のとノキ林

のAoJ滋i誌はほぼ8"-' 11 ton/h乱であるが，林分][]のスギ林はその約2倍ほどである。…般に閉鎖

したヒノキ人工林で下閥臨庄が成立しない場合のム。}爵議は， 流亡しやすいため haあたり数ton

前後しかなく， J溜j立な間伐が行なわれ下j悶植生のよく繁茂するヒノキ林では10"-'20ton/ha，場合

によっては 30ton/haぞ起すζともあるい，6，13)。これらに比較すると今回調査したヒノキ林の Ao

分解の進んだもっとも少ない時期の設であるが，いずれも下j寝泊百生が成立するため，附

水による流亡が綴めて少なし適度な艇になっているように諒われるo

ヒノキの梁は鱗}午強で，務部すると小説~J午 i乙分離するため，流亡しやすいといわれているが，

'l'able 6 Amoul1t of Ao layc1' (1'乱whumus， littcl')乱l1d
litter eOl1tail1cd surfaee fil1c soil 

Stal1d 

Ovel1 dry wcight of Ao laycr (tol1/ha) 

Air dry weigbt of surfacc fine soil (g/l，OOOcc) 
Li tter il1 surfacc fine soil (%) 

I 

7.8 

282 

18咽8

11. 4 

257 

23.6 

18.3 
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かなり土壌中にお進入することが殺i夜明らかにされた九 Table 6 Iζ探さ 5cm までの議開の潟11土中

まれるとノキ誕リター指示京f*にした組大有機物(リタ…としておく).ほの比率を%で訴しt:.o
ζれからも明らかなように，スギ林では10%以下であるのに， たノキ林では20%前後も合まれ，

そのj創立無視できないほど多い。 このりター識を haあたりに換算する ζとは測定部績が少ない

ので絡組はあろうが，参考資料として治すと乾援で10数 ton/haになるo このような多況のリタ

ーの不在も下関j由設による流亡阻止の務総iが大きいものと思われる。

3) 

土壌'1!授は Table7 I乙訴したように名林分とも Bn恕であるが，林分nはrt)院のゆるやかな島根
筋に帯在するので，乾性で Bn(d)割におたろう。林分工と 111IζついてはA胞がく， またその

土包より判断して倒植がかなりよく浸透し，土壌の構造はよい。 ζれに対レ林分立については，

ニi二機関はむしろ深いがそのうちム約は比較的躍し土壌の構造もやや劣るように魁われる。した

'rable 7 Disc1'iption of soil p1'ofile in stand 

8tand取山Ili ppEFl 80il color・ホ T邑xtむ1'e :8tructure Hardness typc 

Al 0-35 5 YR 2/2 I Cl町 loam Crumb Ve1'y soft 
A2 35“ 45 5 YR 3/4 Clay loam G1'・乱l1ular 80ft 

B 45同 55 5 YR 3/6 Clay loam Clod 80ft 

C 55-70 5 YR 6/8 Clay loam Clod 8lightly h乱rd

ム 7.5YR 2/3 Clay 10乱m Crl1lllb 80ft 

1I B 20-60 5 YR 4/6 Clay loam Clod 80ft Distillct IBnω 
C 60ω100 5 YR 5/8 Clay loam Clod 8ligh tly hal'd 

ム1 0-17 7.5 Y R 2/2 i Loam C1'umb Ve1'y soft 

A2 17山 25 7.5Y H 3/4 Loam C1'白日Illb 80ft 

狙! Aa 25-33 7.5Y R 1/6 Clay loalll Granular 80ft Distinct !万日

B 33-52 7.5YH 5/8 Clay loam Clod 80ft 

C 52-80 7.5YR 7/8 clay loa担1 Clod 8lightly hard 

* by 8talldard soil colo1' chart of Japallese A宮rieulturc，Forωters必FishersHeseal'ch Couneil (1965). 

'l'able 8 Physical p1'operties of soil 

8tand 

1I 1 20-25 53.3 78.5 

40時45 70.3 70.0 

0-5 33.0 85.0 

III I 20叩25 63.0 75.3 56.0 19.3 44.2 

40-45 64.3 75.9 56.2 19.7 52.3 

Oven dl'y weight of soi!， gravel 
and root (g/100CC) 

53‘8 9.0 

57.0 7.2 

0.3 

0.2 

0.1 

0.2 

0.1 
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がって林分I，1[(はスギの育成に，材:分立はヒノキに越していると考えられるので，林分I， TIr 

はスギ誼捕し，林分Eはヒノキの天然更新による施諜としたのは好判読rrであったといえよう。

4) 土;壊の物理的投資

採取した土識の物部的性質は?乱ble8のようであった。林分1，1[( における悲願ことの容器{震は

林分l[よりil浅く，孔隙;設は多い。特l乙林分測 については表籾がj盛土:で下胞は艇壌土 (Table7)で

あり，会j問自にみて活気遊水性が著しくよい土壌であるように思われる。林分立の土壌は ζれら

に比較し物理性はやや劣るが， 地地域のヒノヰ林5)6) 13)の草祭器や{也の物理性に比べればむしろ

良好であるといえる。そして ζれまでの施諜ではほとんど土砂の流亡は起ζ らず，高い地力が維

持怠れてきているように思われる。

の こと壌の化学的性質
各林分における土壌のl樹党および主な謎分袈紫の合有率は T乱ble9 ~ζ示したようであった。い

ずれの林分も表潤土中の C合存率が比較的く，またドド腿，下関土と C含有率は小さくなるが，

その減少の割合は比較的少ない。これはん閣からの有機物が土壇中はよく供給されているとと

を意味し，ゴ二機断百五の徹媒結果とも…致している。

N合有率は熔潟地方のヒノキ林5，6)などと比較するといくらか蒔く， 特に林分]庄のスギ林で多

くなっているが， C含有f誌に見合うほどは高くない。このためC/N比はかなり大きい。 ζれは前

述したように，米分解有機物としてのリターがかなり多く土↓海中に混入しているためとJfJ].われる。

したがってこと壊の熟成皮としてはやや抵いかも知れないが，潜在的な地力は大きいといえる。

?の含有取は尾鷲;抗IIプゴのヒノキ林5，6)よりかなり小さく，特に林分宜の筑間ごとは抵い。しかし向

じ石英斑潜在議岩とする広島県野日山間有林13)と間程度であるので， ζれは悶:材の性質によるも

のと，忠われる。 P~含有滋の低いことは木林分における土壌との大きな問!溜j誌で、ある。他の K， Ca， 

Mgの合有機については，ほほr.1:f胞で!渇脳はないようである。

6) 土壌の諸什問:質からみた林分の施業法

以上のように，純資した各林分の土壌の構造，]ID化学的性抵は全般的に良好で，特にスギを礎

知ししたt~分工， ][の::1二J設は深くまで関根{が浸透し林水の生長に好結響を与えているように思わ
れる。しかし， pの合有本は鳴しくf尽く， ζれは部:材の石英斑岩に謀関するものとJfJ].われるが，
設ずる必裂がある。

乙の石英斑岩役時

Stand 

II 

班

Depth 
(cm) 

0-5 

20-25 

40-45 

。凶 5

20-25 

40向45

0-5 

20-25 

40-45 

環先がうまく行なわれている森林では，通

Table 9 Chemical propel'ties 01' soil (oven dry basis) 

5.05 4.18 0.58 17.4 

5.15 4.25 0.26 20.2 0.0002 0.08 0.011 

5.15 4.45 0.21 20.4 0.0001 0.05 0.008 

4.85 4.15 0.51 19.1 0.0003 0.06 0.012 

4.85 11.35 17.6 0.34 17.5 0.0002 0.05 0.009 

5.00 4.50 12.0 0.21 16.4 0.0001 0.14 0.015 

4.40 3.65 41.5 0.74 17.0 0.0022 0.13 0.016 

4.90 4.25 20.1 0.60 17.2 0.0007 0.04 0.008 

5.00 4.50 12.0 0.18 17.5 0.0002 0.13 0.009 
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気遊水性がよく林木の住設に好環境を与・えるが，拠地状態になると土壌の流失が激しく地力の減

退が早いようである。したがってこのようなと ζろでは， ヒノキ林の林地保全のためにも，林分

1，立のようにスギの誼揮しゃヒノキの天然更新を行なって複j間取ζ噂L 保腎段i紛から上木の
伐採i待に溌るまで桃地を一時的にも裸地イむしない細業がもっとも適切であるといえる。その際，

表j関土の流亡1J?悶iとする下閥楠生の澄援な役割jについても認識しておく必要があろう。

おわりに

石原林材において行なわれている後関林方協議には， 以上のほか広縞樹林内あるいはカラマツ

林内へのスギ磁捕しがある。そのいずれもが事業の越本として全部的に行なわれているが， ζの

ような施議はそれぞ始めてからのおも践し多くは卓越した経験技術にもとづいて行なわれてい

るようである。したがって普遍的な棚々の投手母体系は現在まだ未完成ではあるが，多くの璃siJJの
樹環ねによって平悦それは1i{f1.lz:されるであろう。

今間対象とした翻資林分の解析結果からみても，上木の利用問伐と下水の育成乎j闘は5誌にうま
くかみ合っているように思われたが， ヒノキのヲミ熱斑新校術についてはまだ棋紫の段階である。

しかし上木のぬき伐りと林内光環境，それにともなう下水の背成と悶(8船積以外の下願締主主のコ

ントロールなどの問題は，ヌド縮~のような解;ffr-'ë進めることによってある程度定盤的に鮮明でき

るはずである。今後さらに多くの情報にもとづいたニ段林詩:按閥林施諜の一般佑された技術体系

が確立されることを期待するとともに，このような施識が林地保全に役立つ効果についてさらに

詳しい検討を加えてみたいと考えている。
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Resume 

With the pUl'pO~e oI establishiぉga system of two-stol'ied fOl'est as pl'e-l'egeneration， 
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the growing structure of Sugi (Gryptomeria j品，ponic品)di1'ect cuttings， Hinoki (Chamaecyparis 
obt旬sa)n乱turalseedlings and undel'growth s wa話 investigatedin a 63ωyea1'-old Hinoki 

stand existing at the 1shihara Rinzai (Fo1'est lllanagelllent) Co. which locates in the llliddle 

of Gifu Pref.， in October 1981 (St乱nd1，刀). 1n addition， the gl'・owthof Sugi direct euttings 

in a 26-year-old Sugi stand (Stand ]l[) is llleasu1'cd in order to eOlllp乱1'ewi th those in 

Hinoki stand. MOl'covel'・， SOllle effects on forcst land conservation by the underlayel' vegetation 

are diseussed in this paper. 

Stand 1 (Sugi dirωt cutting il1 Hinoki stand): Hil10ki trees of upper stl'aもUlllhave beel1 

thil1l1ed at five yeal'S inter・valssil1巴e1970. At pl'csent， the tree nUlllbcr is about 230 per 

heetare and lllean di乱llletCl'at breast height is about 350m， thel'efol'e the forest canopy is a 

sparse stat色 andth巴lightintcnsity under the crown shows about 31% of full d乱ylight

(Table 1，2). 1n this stand， the cuttings of Sugi bl'anch cut乱t札bout60cm 1母ngthhave 
been dIl'・ectlyp1anted in 1971. These巴uttings grow 1ll01'e rapid1y than those plan ted in 

closed Sugi stal1d (Stand ][) where l'e1ative light il1tel1sIty is 0111y about 5.6%， al1d the 

lllean height inCl'elllel1t of cuttings was estilllated at about 25em so fal' (Fig.3， Table 

1，2，5). 1n willter 1981， the euttillgs of Stalld 1 have suffel'ed fl'om S110W dalllag、e， and 

the llulllber of l'elllained cuttil1gs is only about 3，600 per hecta1'e now. On the othel' hallc1， 

the naれlral HillOki se告dlings al'e numerously regenerating aftel'・ thinning， bu t the 

unc1erg'l'owth is established 1ll01'・担 01' 1ess， too (Table 3，4，5). 'rherefol'e， it eel'tai111y is possible 

that thel'e are cu1tivated the lllixec1 fol'邑stof Sugi and Hinoki if the llumber of Hinoki 

seec1lings al1c1 undel'growth are adequatly controlled by improvement cutting乱ndweeding. 

Stallc1 II (HillOki nat立ralseec1lings ill Hinoki stalld): This stand lleighbor with Stand I ， 

and all age of upperlayel' HillOki tree is the same. The stanc1 has beell thilll1ec1 in orc1er 

to cul ti va te a lla tUl'ally l'cg白号沿eratec1seedlillgs at Intel'vals oI 乱boutfive years ever sillce 

1965， alld at a result， the existillg tree llulllber is fewer by about 30% thall its Stallc1 I. 
Thel'efore， the erown c1ellsI七yof Stalld JI Is very low， alld the re1ative light Intellsity 
in the stand illdi巴抗告shigh value such乱sabout 50% (Tab1e 




